
自治基本条例　住民投票比較

三次市 日光市 宮古市 志摩市 出水市 ニセコ町 三鷹市 流山市 小諸市 筑紫野市

住民投票

形式 個別型 個別型 常設型 個別型 個別型 個別型 個別型 個別型 常設型 個別型

基本条例
記載内容

（第28条）
市は、住民の暮
らしにかかわる
重要なことにつ
いて、直接住民
の意思を確認
するため、住民
投票の制度を
設けることがで
きます。

2　住民投票に
ついて必要な事
項は、別に条例
で定める。

（第19条）
市は、まちづくり
に関する重要な
事項について、
直接市民（市内
において活動す
る団体を除く。）
の意思を確認
するため、住民
投票の制度を
設けることがで
きる。

2　住民投票に
参加できる者の
資格その他住
民投票の実施
に関し必要な事
項は、それぞれ
の事案に応じ、
別に条例で定
める。

3　市長は、前
項の規定による
住民投票に関し
定める条例に
基づき住民投
票を行うとき
は、その目的及
び投票結果の
取扱いを事前に
明らかにしなけ
ればならない。

（第20条）
市長は、市政に
関する重要事
項について、住
民の意思を確
認するため、住
民投票を実施
することができ
る。

2　市議会及び
市長は、住民投
票の結果を尊
重するものとす
る。

（第21条）
市内に住所を
有する年齢満
18年以上の者
は、市政に関す
る重要事項につ
いて、その総数
の5分の1以上
の者の連署を
もって、その代
表者から市長に
対して住民投票
の実施を請求
することができ
る。

（第24条）
市長は、市政に
係る重要事項
について広く住
民の意思を確
認するため、必
要に応じて住民
投票の制度を
設けることがで
きる。

2　住民投票を
行う場合は、そ
の事案ごとに投
票権者等の住
民投票の実施
に必要な事項
及び投票結果
の取扱い等を
規定した条例を
議会の議決を
経て別に定め
る。

（第25条）
住民のうち選挙
権を有する者
は、地方自治法
第74条の規定
により、その総
数の50分の1以
上の連署をもっ
て住民投票を規
定した条例の制
定を市長に請
求することがで
きる。

（第33条）
市議会議員及
び市長の選挙
権を有する住民
は、その総数の
50分の1以上の
連署をもって、
その代表者から
市長に対し住民
投票を規定した
条例制定の請
求をすることが
できます。

2　市議会議員
は、当該議員の
定数の12分の1
以上の者の賛
成を得て、住民
投票を規定した
条例を市議会
に提出すること
で、住民投票を
発議することが
できます。

3　市長は、市
政運営に係る
重大な事案に
ついて、広く住
民の意見を確
認するため、住
民投票を発議
することができ
ます。

（第48条）
町は、ニセコ町
にかかわる重
要事項につい
て、直接、町民
の意思を確認
するため、町民
投票の
制度を設けるこ
とができる。

（第49条）
町民投票に参
加できる者の資
格その他町民
投票の実施に
必要な事項は、
それぞれの事
案に応
じ、別に条例で
定める。

2 前項に定める
条例に基づき町
民投票を行うと
き、町長は町民
投票結果の取
扱いをあらかじ
め明らかに
しなければなら
ない。

（第35条）
市内に住所を
有する年齢満
18歳以上の者
で別に定めるも
のは、市の権限
に属する市政の
重要事項につ
いて、その総数
の50分の１以上
の者の連署を
もって、条例案
を添え、その代
表者から市長に
対して住民投票
の実施を請求
することができ
る。

2 前項の条例
案において、投
票に付すべき事
項、投票の手
続、投票資格要
件その他住民
投票の実施に
関し必要な事項
を定めるものと
する。

（第17条）
市長は、流山市
が直面する将
来に係る重要
課題について、
市民から市民
投票の実施の
請求があったと
きは、これを実
施しなければな
りません。

2　市長及び議
会は、市民投票
の結果を尊重し
て、当該課題に
対処するものと
します。

3　市民投票の
請求及び実施
については、別
に条例で定めま
す。

（第30条）
市長は、市政に
係る重要事項
について、広く
住民の意思を
確認するため、
必要に
応じて住民投票
を実施すること
ができます。
2 市民、市議会
及び市の執行
機関は、住民投
票の結果を尊
重しなければな
りません。

（第31条）
年齢満16 歳以
上の住民は、市
政に係る重要
事項について、
その総数の50
分の１以上の者
の連署をもっ
て、市長に対し
て住民投票の
実施を請求する
ことができま
す。

2 市長は、前項
の請求があった
ときは、意見を
付けてこれを議
会に付議しなけ
ればなりませ
ん。

（第16条）
市長は、法令に
定めのあるもの
のほか、市政に
関する重要事
項について住
民の意思を直
接確認する必
要があるとき
は、住民投票を
実施することが
できる。

2 住民投票を実
施しようとすると
きは、対象事案
に応じた条例を
別に定めなけ
れば
ならない。

3 市は、住民投
票の結果を尊
重しなければな
らない。
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住民投票
基本条例
記載内容

2　市議会は、
市政に関する重
要事項につい
て、議員の定数
の12分の1以上
の者の賛成を
得て住民投票を
提案することが
でき、かつ、出
席議員の過半
数の賛成によ
り、市長に対し
て住民投票の
実施を請求する
ことができる。
3　市長は、市
政に関する重要
事項について、
自ら住民投票
の実施を市議
会に提案するこ
とができる。
4　市長は、第1
項又は第2項に
よる請求があっ
たときは、住民
投票を実施しな
ければならな
い。
5　住民投票の
投票権を有する
者は、市内に住
所を有する年齢
満18年以上の
者とする。
6　住民投票の
実施に関する手
続きその他必要
な事項について
は、別に条例で
定めるものとす
る。

4　住民投票の
実施に関し、必
要な事項は、そ
れぞれの事案
ごとに別に条例
で定めます。

5　市議会及び
市長は、住民投
票の結果を尊
重します。

3 市長は、第１
項の請求を受
理した日から20
日以内に市議
会を招集し、意
見を付けてこれ
を市議会に付
議し、その結果
を同項の代表
者に通知すると
ともに、これを
公表しなければ
ならない。

4 前3項に掲げ
るもののほか、
第1項による住
民投票の請求
の処置等に関し
ては、地方自治
法第74条第2
項、第4項及び
第6項から第8
項まで、第74条
の2第１項から
第6項まで並び
に第74条の3第
１項から第3項
までの規定の
例による。

3 市議会議員
は、市政に係る
重要事項につ
いて、議員定数
の12 分の1以
上の賛成を得
て、住民投票の
実施を発議する
ことができま
す。
4 市長は、市政
に係る重要事
項について、自
ら住民投票の
実施を発議する
ことができま
す。
5 市長は、前3
項の場合にお
いて、市議会が
出席議員の過
半数の賛成に
より議決したと
きは、住民投票
を実施するもの
とします。
6 市長は、第1
項の請求に係
る署名数が、総
数の4分の1を
超えたときは、
住民投票を実
施しなければな
りません。
7 住民投票の
投票権を有する
者は、年齢満16
歳以上の住民と
します。
8 住民投票につ
いて必要な事項
は、別に条例で
定めます。
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